
ディボーション質問表   8 月 15 日（日）先週一週間のディボーションをふり返ってみましょう。  １．心に残った箇所、教えられた箇所に何か共通点はありましたか？ ２．その中で一番心に残っていることは何でしょうか？  ３．教えられた事をどのように先週の歩みの中に生かせたでしょうか？ その事を誰かに分かち合ってみませんか。  16 日（月）詩篇 ７6 篇 １．人の名声とは比べものにならない神の名声がここに記されています。 神の名声とはどんなものでしょうか。  ２．人の無益な怒りが、神の飾りとなる（２１節）、というのはどんな事だと思いますか。  ３．あなたの心の中で、神以上に王となってしまっている事柄が何かありますか。 もしあれば、それを手放しましょう。  17 日（火）詩篇 ７７篇 １．神の前の嘆願の祈りと、この詩篇の著者の心からの叫びが書かれています。 特に５～６節のような気持ちを持った事はありませんか。 あなたに神は何を答えられましたか。  ２．しかしこの詩篇の最後には神の力への賛美がしるされます。 人にはわからない神の道とはどんなものでしょうか。 あなたにはどんな道が与えられていますか。  18 日（水）詩篇 ７８篇１～３３節 １．ここであげられている人の罪は一体、どのようなものでしょうか。 自分のことばで言い表してみましょう。  ２．神のわざを見てもなお、イスラエルの人々は罪を犯し続けました。 しかし、今は聖霊の助けにより、罪に勝利できるという約束があります。 あなたはどんな事に勝利したいと願いますか。  ３．自分が不平不満にはまってしまう時は、どんな時ですか。  19 日（木）詩篇 ７８篇３４～７２節 １．口先だけの従順は必ず露呈します。 わたしたちはどうでしょうか。 また逆に口で宣言していたのに、忘れ去ってしまっていたようなことは何かありますか。  ２．イスラエルの悲惨な状況の中に、神はダビデを与えました。 ダビデはイスラエルに対してどんな役割を果たしたでしょうか。  ３．同様にキリストがこの地上に来て、その教えが広まりました。 今の社会にあるキリストの影響とはどんなものでしょうか。  20 日（金）詩篇 ７９篇 １．イスラエルの霊的にも、実際的にも死にきった状況が記されています。 私たちの国はどうでしょうか。  ２．１１～１３節には、ここから救い出されるヒントが出てきます。 それは何だと思いますか。また神が私たちに逆転への道を備えてくださっていることを覚えましょう。  21 日（土）詩篇 ８０篇 １．イスラエルに対する神の扱いはどのようなものでしたか。 あなたは神からどのような取り扱いを受けてきましたか。 その恵みを思い出しましょう。  ２．自分の人生をもう一度思い出してみましょう。 いい時、悪い時、どのように神は働かれたと思いますか。 またあなたの神への態度はどのように変化してきましたか。 


